
AEBS［交差点]の新たな試験・評価方法の策定について 

 

《背景》 

○ 我が国の交通事故による死亡事故のうち、交差点で発生したものが約４６％を占めている。 

○ 近年のセンシング技術の向上により衝突被害軽減ブレーキの性能は、交差点における右左折

時の事故形態までサポートできる車両が市販化されてきており、2024年度より AEBS[交差

点：対車両（右直）]シナリオや[交差点：対歩行者（右左折）]シナリオの評価試験を JNCAP

でも導入しているが、交差点での他車両が自車の横方向から衝突する出会い頭事故や対二輪

車との右直事故に対しても、死者数削減のために高い効果があると見込める。 

○ EuroNCAPでは、交差点における出会い頭事故および対二輪車の右直事故を模擬した衝突被害

軽減ブレーキ試験を令和５年（2023年度）より開始している。 

○ JNCAPでは、自動車アセスメントロードマップにおいて、令和８年度（2026年度）より「衝

突被害軽減ブレーキ[交差点：対車両（出会い頭）]および[交差点：対二輪（右直）]の自動

車アセスメント評価導入」を掲げている。 

 

 

《導入スケジュール案》 

○ 令和５年度（2023年度） 

・評価シナリオの整理 

・AEBS［交差点］搭載車両による調査実験 

  

○ 令和６年度（2024年度） 

・AEBS［交差点］搭載車両による追加実験および二輪ターゲットによる調査実験 

・AEBS[交差点（対車両：出会い頭）/[交差点（対二輪：右直）]シナリオの       

試験・評価方法の原案策定 

  

○ 令和７年度（2025年度） 

・AEBS[交差点（対車両：出会い頭）]/[交差点（対二輪：右直）]シナリオの試験・評価方法

の策定 

・AEBS[交差点]搭載車両による確認試験 

 

○ 令和８年度（2026年度） 

・AEBS[交差点（対車両：出会い頭）]/[交差点（対二輪：右直）]シナリオの評価開始 

 

 

実施済み 
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継続検討事項となっている赤字の「交差ポイント」、「２当作動効果採用の可否」、「得点算出」に

ついて決定頂きたい。 

《検討状況》灰字は 2024年度第 3回検討会（令和 7年 3月 18 日）で承認済み 

〇対車両出会い頭シナリオ  

◆試験時間帯

：昼間

◆遮蔽

：無し

◆試験車速 ◆ターゲット車速

：停止→発進、20～60km/h（10km/h 刻み） ：20～60km/h（10km/h 刻み）

1当側 2当側
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◆ターゲット車の走路（左右どちらから来るか）

：右から直進 

 a     b  c      d    e      f 

◆試験する交差ポイント

① EuroNCAP 相当

（全幅 1.8m 車両のラップ率 105％相当）

② 緩衝領域に同時侵入（ラップ率 0％相当）

③ 自車先行（①EuroNCAPの逆形態）※次頁参照

 （左から直進）  （左から直進）  （左から直進） 

  【fと aが該当】  【e と b が該当】   【dと cが該当】 

試験実施 

（実施は f にて） 

試験実施 

（実施は eにて） 

試験実施しない 

※次頁参照

f a e b d c 
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※「交差ポイント③（自車先行）」についての検討・考察

〈１．交差ポイント③の試験を実施することができない理由〉 

 交差ポイント③条件での両車の位置関係において、自車（赤い車両）は、広範囲（真横方

向）での検知ができたとしても現在の技術水準では、自車が 1当側か 2当側かの判定が難し

く、不要作動やドライバー操作との干渉の課題から制動介入すべきかどうかの正しい判断が

難しく、商品投入に至っていない。

しかしながら、出会い頭の事故による社会損失額が大きな c及び d（交差ポイント③）の試験を

実施しないことの妥当性を説明することは難しいため、交差ポイント③における試験を実施せず

に、評価を行えるかどうかについて更に検討・考察を行った。 

〈２．交差ポイント③の試験を実施せず、評価を行えるかどうかに係る検討・考察〉 

 交差ポイント③における「赤い車両（先行車）とグレーの車両（後行車）の関係」は、

交差ポイント①における「グレーの車両（先行車）と赤い車両（後行車）の関係」と同じ

と言える。

 したがって、交差ポイント③におけるグレーの車両による制動介入により、事故も防げる

可能性があるのではないか。

 ここで、グレーの車両、即ち「２当側」の車両に搭載された AEBSが作動することにより発

揮される事故防止効果を「２当作動効果」と称する。

 この「２当作動効果」を考慮した評価得点の考え方について、次の通り整理した。

◆交差ポイント①をベースとしたときの２当作動効果を考慮した評価得点の考え方

  交差ポイント① ⇒ 赤とグレー車両を入替 ⇒  時計周りに９０度回転 

（相手車が右から直進）   

 

交差ポイント① ⇒ 赤とグレー車両を入替 ⇒  反時計周りに９０度回転 

f 
c 

a 
d 

（＝交差ポイント③で後行車が

左から直進する c に相当） 

（＝交差ポイント③で後行車が

右から直進する d に相当） 
（相手車が左から直進）
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 交差ポイント①（即ち、aとｆ）において衝突を回避できる赤い車両は、交差ポイント③

（即ち、cと d）においてグレーの車両となった場合も衝突を回避できることになる。

 よって、相手車が交差点に先行している場合（即ち、交差ポイント①におけるグレーの

車両、交差ポイント③における赤い車両が先行している場合）は、自車（後行車）の

AEBSが作動することによって交差ポイント①と③の事故低減が図られることになる。

 これまでの得点算出方法では、各シナリオにおいて自車側の AEBS作動によって得られる

事故低減効果のみに着目し得点化しており、自車が相手車側になった場合の事故低減効

果には着目をしていなかった。したがって、前者の事故低減効果のみならず後者の事故

低減効果も考慮してはどうか。

 以上（＝「交差ポイント③（自車先行）」についての検討・考察）をまとめると、以下の

とおりに整理できるのではないか。

 交差ポイント①と②のみを試験する場合、従来の考えでは交差ポイント③は得点

化しないが、①を回避できる車両によって、交差ポイント③の事故低減も図られ

ると考えられる。

 このため、その交差ポイント③の事故低減分の得点についても、交差ポイント①

の試験結果に加えることで、交差ポイント③を評価したとみなすことができるの

ではないか。

【2024年度第３回検討会（令和 7年 3月 18日）での意見】 

 交差ポイント③の条件のほうが圧倒的に難しいうえに社会的損失も大きいということは、③の

条件で正しく動作する装置を高い点数で評価すべき。全ての条件で全部正しく止まれて満点であ

るべき。 

⇒ 前回検討会でのご指摘を受けての進め方（事務局案）

 ２当作動効果による得点算出は採用しないこととする。

 上述のご意見を受け、満点は、交差ポイント条件③に対応ができたときに得られる

「４．０点」（後述）とする。ただし、１当側が正しい状況判断に基づいて回避する技

術の進展が必要となるため、それまでの間、交差ポイント条件の取扱いは以下とす

る。
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 ２０２６年度導入時点…現時点で対応可能な交差ポイント条件①及び②での試験

を実施し、これらの交差ポイント条件における事故の社会損失額から得点を算出

する（最大２．０点まで／満点４．０点。後述）。

 ２０２８年度（Ｐ）時点…最も社会損失額の多い交差ポイント条件③での試験も

追加で実施できるようにし、これらの交差ポイント条件における事故の社会損失

額から得点を算出する（最大４．０点まで／満点４．０点。後述）。

 これらのスケジュール感や責任点等について、本年度内に議論を行い、年度末でのロ

ードマップの改訂をめざして検討を行うこととする。

◆配点

：出会い頭シナリオにおける得点は交差ポイント③までカバーした場合４．０点が算出さ

れる。交差ポイント①まで対応すると１．０点、②までだと２．０点となる。 

：自動車メーカーが指定した交差ポイントの配点と試験結果（速度低減率）を掛け合わせ

た合計点から得点を算出する。 

交差ポイント①（全幅 1.8m 車両のラップ率 105％相当）最大１．０点 

試験車速 
ターゲット車速

20km/h 30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

停止発進 0.010 0.020 0.025 0.025 0.020 

20km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

30km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

40km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

50km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

60km/h 0.010 0.020 0.025 0.025 0.020 

交差ポイント②（ラップ率 0％相当）最大２．０点 

試験車速 
ターゲット車速

20km/h 30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

停止発進 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

20km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

30km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

40km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

50km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

60km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 
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〇対二輪右直シナリオ 

◆試験時間帯

：昼間

◆試験用ターゲットの種類

：スポーツタイプ

◆試験車速 ◆ターゲット車速

：10～20km/h（5km/h 刻み） ：30～60km/h（10km/h 刻み）

◆対向車走路

  ：車線中央 

1当右折車（試験車両側） ２当直進車（ターゲット車両側） 

1.75ｍ 

1.75ｍ 1.75ｍ 15kｍ/h 
20kｍ/h 

10kｍ/h 
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◆交差ポイント

①EuroNCAP相当（試験車前端中心）

②試験車左前端

③試験車前軸左側端（左側面 Fオーバーハング部）⇒固定値(1m),全長の 25%,全幅の 1/2 等

【交差ポイントの事務局案】

 不要作動の懸念が高まるとしても、全ての交差ポイントで右折車が停止すべきである。

 車両の性能差を評価するためにも交差ポイント③まで採用することとしたい。

 交差ポイント③の具体的な位置は、①⇒②と②⇒③の難易度の上がり方が同等となると考えら

れる車両前端から全幅の 1/2 分後ろとする。

 メーカーは３つの交差ポイントから一つ選択して試験を実施する。

① EuroNCAP 設定
（試験車前端中心）

② 試験車左前端 ③ 試験車前軸左側端
（オーバーハング部分の側面）

全幅の 1/2 
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◆配点

：対二輪右直シナリオにおける得点は交差ポイント①まで対応すると１．２点、②までだ

と１．８点、③までだと３．０点が算出される。 

：自動車メーカーが指定した交差ポイントの配点と試験結果（速度低減率）を掛け合わせ

た合計点から得点を算出する。 

交差ポイント①（試験車前端中心） 最大１.２点 

試験車速 
ターゲット車速

30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

10km/h 0.100 0.100 0.100 0.100 

15km/h 0.100 0.100 0.100 0.100 

20km/h 0.100 0.100 0.100 0.100 

交差ポイント②（試験車左前端） 最大１.８点 

試験車速 
ターゲット車速

30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

10km/h 0.150 0.150 0.150 0.150 

15km/h 0.150 0.150 0.150 0.150 

20km/h 0.150 0.150 0.150 0.150 

交差ポイント③（試験車前軸左側端） 最大３.０点 

試験車速 
ターゲット車速

30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

10km/h 0.250 0.250 0.250 0.250 

15km/h 0.250 0.250 0.250 0.250 

20km/h 0.250 0.250 0.250 0.250 
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Sheet1

				euroncup				assessment protocol child occupant protection ver8.1による

				Criteria				Performance limits						Available 
points

								Higher		Lower		Capping						計測値 ケイソクチ		個別判定 コベツハンテイ				判定 ハンテイ

		Head Score		HIC15(with hard contact)				500		700		800		20.0		Q6		600		10.000		Q6		10.000

																Q10		550		15.000		Q10		15.000

				Resultant 3ms acceleration				60.0		80.0		80.0				Q6		70		10.000

																Q10		61		19.000

				Head excursion		Q6		-		550.0		-				Q6				適合

						Q10		450.0		550.0		-				Q10				20.000

		Upper Neck		Tension Fz				1.7		2.62		-		0.92		Q6		1.8		0.820		Q6		0.820

																Q10		2.2		0.420		Q10		0.420

				Extension My
(with head to interior contact)		Q6		-		36.0		-				Q6		33		適合

						Q10		-		49.0		-				Q10		40		適合

		Chest(T4)		Resultant 3ms acceleration		Q6		-		-		-		3.0		Q6		-		-		Q6		2.750

						Q10		41.0		55.0		55.0				Q10		45		2.143		Q10		2.143

				Deflection - 
max Dres,upper and lower		Q6		30.0		42.0		-				Q6		31		2.750

						Q10		-		56.0		-				Q10				適合





4.1 ポイント計算
スライディングスケールシステムによる採点は、 パフォーマンスの上限と下限が存在する測定基準ごとに点数を計算するために使用される。 値が2つの限界値の間にある場合、 得点は線形補間によって計算される。下限値しかない場合は、この下限値を「合格」 「不合格」の基準とする。
キャッピングリミット（上限値）は両方のチャイルドダミーに適用され、一般的にキャッピングリミットを超えると、傷害のリスクが許容できないほど高いことを示す。 ダミーの測定値がキャッピングリミットを超えた場合、そのダミー全体のスコアは、リミットを超えた衝撃で0点となる。

4.2 基準と限界値
前面衝突に使用される基本的な評価基準と、 各パラメータの性能上限および下限を以下にまとめた。 個々の身体部位について複数の評価基準が存在する場合は、 最も得点の低いパラメータを使用してその部位の性能を決定する。 表2および表3で強調されている傷害パラメータ評価は、リバウンド段階では評価されない。

線形補完による数値判定

下限値による合否判定

情報提供なのでキャッピングは考えない



Sheet2

												座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		各評価と障害値範囲 カクヒョウカ ショウガイチハンイ										障害値 ショウガイチ		評価 ヒョウカ
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‘Table 2. Frontal impact criteria, limits and available points per body region for Q6, Q10

Criteria

Performance hmits

Available points

Higher | Lower | Capping
Head  |HICs  (wilh  Bad| 500 700 300
Score | contact)
Resultant ms| 6% S0 S0
scceleration s
Head excursion o
Qs| N 550mm Na
Q10| 450mm | 550mm Na
Upper | TemsionFz TN | 268N NA
Neck
Extension My
(with head fo interior 2 poiats
contact) os| Na 36Nm Na
Qo] Na 49Nm Na
Chest | Resultant 3ms
(T |accelention® Q6 | N Na Na
Qo] 41 S5 55
Deflection - max Dres. 2 poiats
upper and lower
Q5| 0mm | e2mm Na
Q| Na Stmm Nas+
Pelvis | ASIS Toad NA NA NA
ToTAL § points/dummy

*Chest acceleration peaks caused by the firing of seatbelt pretensioners early in the loading event
will be ignored.

**Capping, as defined in Section 4.1, will be applied to the Q10 chest deflection on 1* Janary

5. The limitation to star rating as defined in Section 2.3 the Evro NCAP Assessment Protocol
erall rating, will not be applied o Q10 chest deflection.
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4.1 ポイント計算
スライディングスケールシステムによる採点は、 パフォーマンスの上限と下限が存在する測定基準ごとに点数を計算するために使用される。 値が2つの限界値の間にある場合、 得点は線形補間によって計算される。下限値しかない場合は、この下限値を「合格」 「不合格」の基準とする。
キャッピングリミット（上限値）は両方のチャイルドダミーに適用され、一般的にキャッピングリミットを超えると、傷害のリスクが許容できないほど高いことを示す。 ダミーの測定値がキャッピングリミットを超えた場合、そのダミー全体のスコアは、リミットを超えた衝撃で0点となる。

4.2 基準と限界値
前面衝突に使用される基本的な評価基準と、 各パラメータの性能上限および下限を以下にまとめた。 個々の身体部位について複数の評価基準が存在する場合は、 最も得点の低いパラメータを使用してその部位の性能を決定する。 表2および表3で強調されている傷害パラメータ評価は、リバウンド段階では評価されない。

線形補完による数値判定

下限値による合否判定

情報提供なのでキャッピングは考えない
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